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第 84 号

今
年
の
夏
は

　
大
人
の
街
で

暑
気
払
い
！

2019 ＳＵＭＭＥＲ　
1
2
0
周
年
を
迎
え
る
サ
ッ
ポ

ロ
ラ
イ
オ
ン
。
ビ
ー
ル
は
も
ち
ろ

ん
、
ワ
イ
ン
も
美
味
し
い
！！
食
べ

て
飲
ん
で
、
暑
い
夏
の
午
後
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！！

と　

き	

7
月
27
日
㈯

午
後
１
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ	

ビ
ヤ
＆
ワ
イ
ン
グ
リ
ル

	
	

銀
座
ラ
イ
オ
ン

	

銀
座
7
丁
目
店

	

中
央
区
銀
座
7
丁
目
9
ー
20

	

銀
座
ラ
イ
オ
ン
ビ
ル　

2
階

	

T
E
L 

０
５
０
ー
３
４
７
６
ー
４
７
８
７

会　

費	

５
０
０
０
円

＊ 

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

お
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
申

し
込
み
お
願
い
し
ま
す
。

　

 　

会
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
知
人
、

友
人
ど
な
た
で
も
ご
出
席
頂
け
ま

す
。
定
員
35
名

　
T
E
L

　

０
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７
９
４
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ー
５
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M
A
I
L

　

m
arionette0714@

yahoo.co.jp

春の雪／田中隆氏撮影



②第84号
おびひろ会（平成31年4月25日）

■
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

十
勝
帯
広

　

平
成
30
年
度
の
東
京
帯
広
会
総

会
・
懇
親
会
が
秋
晴
れ
の
10
月
21
日

㈰
、
東
海
大
学
校
友
会
館
「
望
星
の

間
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に

あ
た
り
、
森
田
会
長
か
ら
来
賓
の

方
々
へ
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
帯
広
を

開
拓
さ
れ
た
依
田
勉
三
翁
の
故
郷
、

伊
豆
松
崎
町
を
訪
れ
、
帯
広
開
拓
の

志
と
歴
史
に
感
銘
し
、
東
京
帯
広
会

を
50
年
ほ
ど
前
に
設
立
し
た
先
人
の

意
志
を
踏
ま
え
、
温
故
知
新
の
心
を

も
っ
て
運
営
し
て
い

く
と
の
思
い
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
喜
来
理
事
の
司
会
で
開
会

し
、
森
田
会
長
が
議
長
を
務
め
、
平

成
29
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、
30
年

度
計
画
な
ど
の
議
案
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
、
議
事
終
了
後
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

前
田
正
明
副
市
長

か
ら
，
十
勝
帯
広
の

応
援
団
と
し
て
の
東

京
帯
広
会
へ
の
お
礼
、
胆
振
東
部
地

震
の
震
災
支
援
へ
の
謝
辞
を
い
た
だ

き
、
帯
広
は
よ
う
や
く
平
穏
を
取
戻

し
た
が
、
現
地
の
支
援
の
た
め
に
職

員
を
20
名
派
遣
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
春
先
の
長
雨
・
日
照
不
足
で
農
業

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
一
方
で
、

７
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
農
業
機
械

展
が
盛
況
だ
っ
た
こ
と
、
旧
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
跡
地
の
再
開
発
や
、
新
厚

生
病
院
の
開
院
、
新
合
同
庁
舎
の
供

用
開
始
な
ど
帯
広
の
街
が
大
き
く
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開

催
、
来
年
４
月
か
ら
は
十
勝
を
舞
台

に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
な
つ
ぞ
ら
」

が
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
十
勝
の
明
る

い
話
題
を
一
つ
で
も
多
く
提
供
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
石
清

一
市
議
会
議
長
か
ら
、

多
く
の
場
面
で
の
支

援
や
震
災
へ
の
励
ま
し
に
感
謝
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
震
災
で
は
電
気

の
重
要
さ
を
再
認
識
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
松
崎
町
で
依
田
勉

三
翁
の
「
国
の
恩
に
報
い
る
た
め
に

北
の
国
を
開
拓
す
る
」
と
い
う
書
に

触
れ
、
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
も
っ
て

北
海
道
開
拓
に
臨
ん
だ
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
こ
と
、
皆
さ
ん
の
恩
に
報

い
る
た
め
に
、
再
び
故
郷
に
帰
っ
て

み
た
い
そ
し
て
旅
を
し
た
い
と
思
え

る
街
を
作
っ
て
い
く
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
勝
坦
商
工
会
議
所
会
頭
か
ら

は
、
震
災
で
２
日
間

停
電
し
冷
蔵
保
存
中

の
農
産
物
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
た
が
何
と
か
乗
り
切

り
、
今
朝
の
十
勝
は
快
晴
で
、
皆
さ

ん
も
素
晴
ら
し
い
十
勝
の
空
を
も
う

一
度
思
い
出
し
て
欲
し
い
と
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
勝
で

作
ら
れ
た
酒
米
か
ら
「
十
勝
晴
れ
」

が
醸
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
９
，

０
０
０
年
前
の
大
規
模
な
集
落
遺
跡

が
八
千
代
で
発
掘
さ
れ
、
十
勝
の
自

然
環
境
の
豊
か
さ
が
注
目
を
集
め
て

い
る
こ
と
、「
マ
イ
と
か
ち
推
進
運

動
」
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
黄
色
い
バ
ス
が

草
原
の
中
を
悠
々
と
走
る
十
勝
平
野

の
素
晴
ら
し
い
自
然
と
歴
史
を
見
に

来
て
欲
し
い
と
の
お
誘
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
田
中
浩

之
北
海
道
東
京
事
務

所
副
所
長
か
ら
は
最

大
規
模
の
被
災
地
、
胆
振
・
札
幌
な

ど
の
復
旧
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、

風
評
被
害
に
よ
る
観
光
業
界
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
も

是
非
北
海
道
の
安
全
性
を
多
く
の
方

に
伝
え
て
欲
し
い
と
要
望
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
各
来
賓
の
方
々
が
紹
介

さ
れ
、
帯
広
市
東
京
事
務
所
井
上
猛

所
長
か
ら
派
遣
職
員
の
紹
介
が
あ

り
、
最
後
に
帯
広
市
市
民
活
動
部　

佐
藤
泰
孝
企
画
調
整
監
か
ら
イ
オ
ン

と
提
携
し
た
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
と
か
ち
帯

広
カ
ー
ド
」
へ
の
協
力
の
お
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。

報告平成30年度　総会・懇親会

「十勝の味を楽しむ会」
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■
松
崎
町
の
焼
酎

　
　
「
百
笑
一
喜
」
も

テ
ー
ブ
ル
に
！

　

お
土
産
は
新
得
そ
ば
＆

ど
ろ
ぶ
た
カ
レ
ー

　

十
勝
の
味
を
楽
し
む
会
は
、
田
中

理
事
の
司
会
、
宮
本
商
産
㈱
平
征
浩

代
表
取
締
役
の
乾
杯
の
発
声
で
開
会

し
、
故
郷
の
地
酒
十
勝
晴
れ
、
十
勝

ワ
イ
ン
、い
く
ら
や
鮭
、と
か
ち
マ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
十
勝
の
味
覚
で
会
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
内

で
は
、
柳
月
の
「
あ
ん
バ

タ
サ
ン
」、
十
勝
野
フ
ロ

マ
ー
ジ
ュ
「
ブ
リ
ー
チ
ー

ズ
」、
ラ
ン
チ
ョ
エ
ル
パ
ソ

の
「
ウ
イ
ン
ナ
ー
＆
粗
挽

ソ
ー
セ
ー
ジ
」
な
ど
が
販

売
さ
れ
す
ぐ
に
売
切
れ
る
ほ
ど
好
評

で
し
た
。
懇
親
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
お
楽
し
み
福
引
会
は
、
古
谷
理
事

の
司
会
で
、
自
分
の
番
号
に
一
喜
一

憂
す
る
会
員
の
熱
気
の
な
か
で
進
め

ら
れ
、
全
員
に
沢
山
の
景
品
と
お
土

産
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
北
の
大
地

十
勝
の
味
覚
を
楽
し
み
、
懐
か
し
い

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
秋
の
集

い
は
、
東
京
十
勝
池
田
会
陶
久
清
会

長
の
一
本
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

【 収 入 の 部 】 （単位：円）
項　　目 29年度予算額 決  算  額 増  減  額 備        考

前 期 繰 越 金 1,860,193 1,860,193 0
年    会    費 750,000 656,000 △  94,000
（1.正   会   員） 180,000 126,000 △  54,000 84口
（2.賛 助 会 員） 570,000 530,000 △  40,000 53口
懇   親   会   費 640,000 600,000 △  40,000 75口
帯 広 市 共 催 金 576,000 576,000 0
雑    収    入 100,000 132,803 32,803 祝儀、広告料、利息等

合 計 3,926,193 3,824,996 △ 101,197

【 収 入 の 部 】 （単位：円）
項            目 前年度実績 30年度予算 増  減  額 備        考

前 期 繰 越 金 1,860,193 1,921,230 61,037
年    会    費 656,000 720,000 64,000
（1.正   会   員） 126,000 150,000 24,000   1,500 × 100 口
（2.賛 助 会 員） 530,000 570,000 40,000 10,000 ×  57 口
懇 親 会 費 600,000 720,000 120,000 秋の集い8,000×90
帯 広 市 共 催 金 576,000 576,000 0
雑 収 入 132,803 100,000 △ 32,803 祝儀 ､ 広告料、利息等

合 計 3,824,996 4,037,230 212,234

【 支 出 の 部 】
事    業    費 1,500,000 1,447,949 △ 52,051
（1.懇 親 会 費） 1,000,000 965,679 △ 34,321 秋の集い
（2.イベント費） 50,000 50,270 270 会員暑気払い等
（3.会  報  費） 450,000 432,000 △ 18,000 会報82､83号発行

事    務    費 461,000 455,817 △ 5,183
（1.会  議  費） 60,000 55,197 △ 4,803 理事会 , 打合会議等
（2.印  刷  費） 40,000 21,384 △ 18,616 総会資料等
（3.通　信　費） 120,000 73,024 △ 46,976 郵便、DM 料等
（4.事務用品費） 30,000 20,516 △ 9,484 文具、コピー代等
（5.図書新聞費） 31,000 30,852 △ 148 地元新聞購読（電子版）
（6.交  際  費） 150,000 213,400 63,400 諸会費、慶弔費他
（7.雑       費） 30,000 41,444 11,444 各種手数料 , 広告料等

予    備    費 100,000 0 △ 100,000 　
次 期 繰 越 金 1,865,193 1,921,230 56,037 現金 43,332

東京三菱 UFJ 銀行 812,014
ゆうちょ銀行 8,096

　 〃定期 ､ 定額 1,000,000
合 計 3,926,193 3,824,996 △ 101,197 郵便振替 57,788

【 支 出 の 部 】
事 業 費 1,447,949 1,600,000 152,051
（1.懇 親 会 費） 965,679 1,000,000 34,321 秋の集い
（2.イベント費） 50,270 150,000 99,730 会員暑気払い等
（3.会  報  費） 432,000 450,000 18,000 会報84,85号発行

事 務 費 455,817 411,000 △ 44,817
（1.会  議  費） 55,197 50,000 △ 5,197 理事会 , 打合会議等
（2.印  刷  費） 21,384 30,000 8,616 総会資料等
（3.通  信  費） 73,024 100,000 26,976 郵便、DM料等
（4.事務用品費） 20,516 20,000 △ 516 文具、コピー代等
（5.図書新聞費） 30,852 31,000 148 地元新聞購読（電子版）
（6.交  際  費） 213,400 150,000 △ 63,400 諸会費、慶弔費他
（7.雑      費） 41,444 30,000 △ 11,444 各種手数料 , 広告料等

予    備    費 0 100,000 100,000
次 期 繰 越 金 1,921,230 1,926,230 5,000

合 計 3,824,996 4,037,230 212,234

平成30年度収支予算（案）（平成30年10月1日〜令和元年9月30日）平成29年度収支決算書（平成29年10月1日〜平成30年9月30日）

監査報告書
東京帯広会平成２９年度の決算報告について、現金・預金証書・帳簿・関係証憑等を
監査の結果、適正であることを認めます。
　平成３０年１０月５日　　　 東京帯広会

　監　事　　鈴　村　英　一
　監　事　　伊　藤　雄　一

◇
帯
広
市
長
賞

◇
帯
広
市
議
会
議
長
賞

◇
帯
広
商
工
会
議
所
会
頭
賞

◇
東
京
帯
広
会
会
長
賞

◇
帯
広
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
賞

◇
帯
広
信
用
金
庫

◇
よ
つ
葉
乳
業
賞

◇
池
田
町
賞

◇
プ
リ
マ
ハ
ム
賞

◇
十
勝
ワ
イ
ン
友
の
会
賞

◇
柳
月
賞

◇
明
治
賞

◇
藤
丸
賞

◇
森
永
乳
業
賞

◇
雪
印
種
苗
賞

◇
東
海
大
学
校
友
会
館
賞

出
席
者
全
員
に
は

◇
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
賞

◇
帯
広
プ
ロ
パ
ン

十
勝
産
チ
ー
ズ
セ
ッ
ト

十
勝
川
西
長
い
も

と
か
ち
小
箱
　
C

松
崎
町
焼
酎
／
百
笑
一
喜

煮
豆
セ
ッ
ト

十
勝
晴
れ
／
日
本
酒
・
焼
酎

乳
製
品
詰
合
せ

池
田
ワ
イ
ン
　
ト
カ
ッ
プ
　
赤

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
セ
ッ
ト

十
勝
ワ
イ
ン
　
セ
イ
オ
ロ
サ
ム

お
菓
子
詰
合
せ

ヨ
ー
グ
ル
ト
商
品
券

新
得
ド
ー
リ
ー
ム
ヒ
ル
　
鹿
肉
缶
詰

ヨ
ー
グ
ル
ト
商
品
券

鉢
植
え
花

オ
レ
ン
ジ
ケ
ー
キ

麦
と
ホ
ッ
プ

豚
丼
の
タ
レ
　
ミ
ニ

＊
＊
福
引
き
景
品
＊
＊

＊
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　東京帯広会「総会・秋の集い −十勝
の味を楽しむ会−」は、令和元年10月
20日（日）、東海大学校友会館（霞が関
ビル35階）にて開催予定です。詳しく
は、秋の会報85号にてお知らせします。

令和元年
秋の集い案内

WAON
とかち帯広カードへの

たくさんのご協力

ありがとうございました。

帯広市親善交流課　東京帯広会事務局
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◇ 
帯
広
・
十
勝
ニ
ュ
ー
ス

②第84号
おびひろ会（平成31年4月25日）

開
拓
姉
妹
都
市

締
結
40
周
年

～
静
岡
県
松
崎
町
～

環
境
省

「
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」

～
特
別
賞
受
賞
～

北
海
道
十
勝
の
ミ
ル
ク

か
ら
新
た
な
乳
酸
菌

～
北
海
道
十
勝
産
生
乳

生
ま
れ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

が
新
発
売
～

の
訪
問
団
が
来
帯
し
、
氷
ま
つ
り

や
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
、

百
年
記
念
館
を
見
学
し
た
ほ
か
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
な
ど
、
帯
広

市
の
歴
史
や
風
土
に
触
れ
ま
し

た
。

　

記
念
事
業
を
通
じ
て
、
両
都
市

の
住
民
が
、
帯
広
市
と
依
田
勉
三

翁
、
そ
し
て
松
崎
町
と
の
つ
な
が

り
や
歴
史
に
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

伊
豆
半
島
の
西
南
部
に
位
置
す

る
静
岡
県
の
松
崎
町
と
帯
広
市

は
、
帯
広
開
拓
の
祖 

依
田
勉
三
翁

が
松
崎
町
出
身
者
で
あ
る
と
い
う

ご
縁
に
よ
り
、
昭
和
53
年
に
開
拓

姉
妹
都
市
を
締
結
し
、
昨
年
40
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
昨
年
9
月

に
帯
広
市
民
17
人
の
訪
問
団
を
松

崎
町
に
派
遣
し
ま
し
た
。
現
地
で

は
、
依
田
勉
三
翁
の
生
家
や
ゆ
か

り
の
地
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
伊
豆

半
島
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会

場
で
、
お
び
ひ
ろ
極
上
水
や
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
帯
広
電

信
通
り
商
店
街
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
い
も
団
子
」
の
販
売
な
ど
、
帯

広
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

両
都
市
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京

帯
広
会
か
ら
も
森
田
会
長
を
は
じ

め
4
人
の
方
が
松
崎
町
を
訪
問
さ

れ
、
帯
広
市
の
姉
妹
都
市
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
2
月
に
は
、
松
崎
町
か
ら

松
崎
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
29
人

　

帯
広
市
内
の
全
て
の
小
中
学
校

と
南
商
業
高
等
学
校
が
取
り
組
む

「
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
実
践
校
」

の
活
動
が
、
環
境
省
が
主
催
す
る

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

８
で
、
実
行
委
員
会
特
別
賞
「
子

ど
も
と
親
子
の
エ
コ
未
来
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

ア
ワ
ー
ド
と
は
、
環
境
に
優
し
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
日
本
各

地
で
実
践
さ
れ
て
い
る
「
環
境
と

社
会
に
良
い
暮
ら
し
」
に
関
わ
る

活
動
や
取
組
み
を
表
彰
し
、
活
動

や
社
会
を
活
性
化
す
る
た
め
の
情

報
交
換
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
実
践

校
」
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
環
境

保
全
に
取
り
組
む
学
校
を
帯
広
市

と
市
教
育
委
員
会
が
認
定
す
る
取

り
組
み
で
す
。
学
校
に
よ
り
取
組

み
は
様
々
で
す
が
、
節
電
や
節
水

の
徹
底
な
ど
は
も
と
よ
り
、
駆
除

し
た
特
定
外
来
生
物
ウ
チ
ダ
ザ
リ

ガ
ニ
を
肥
料
と
し
て
活
用
し
た

り
、
使
用
済
み
割
り
箸
か
ら
作
っ

た
ペ
レ
ッ
ト
を
暖
房
燃
料
と
し
て

利
用
す
る
な
ど
、
資
源
循
環
に
つ

い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
活
動
を
通
じ
、

持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
を
育

て
て
い
き
ま
す
。

　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
推
進
協

議
会
（
会
長　

米
沢 

則
寿
）
は
、

株
式
会
社
明
治
（
以
下
、
明
治
）

と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

「
十
勝
ヨ
ー
グ
ル
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
始
動
し
ま
し
た
。

　

十
勝
の
乳
の
価
値
向
上
を
目
的

と
し
た
取
組
み
の
1
つ
で
、
明
治

が
十
勝
産
生
乳
由
来
の
新
乳
酸
菌

「
十
勝
ミ
ル
ク
乳
酸
菌
Ｔ
Ｍ
96
」

を
発
見
し
た
こ
と
を
契
機
に
発
足

し
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
に
向
け
、
十
勝
の
事
業
者

と
と
も
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
製
品
の
開

発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

3
月
に
、
明
治
と
参
画
事
業
者

の
有
限
会
社
あ
す
な
ろ
フ
ァ
ー
ミ

ン
グ
、
株
式
会
社
十
勝
野
フ
ロ

マ
ー
ジ
ュ
の
3
社
か
ら
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
商
品
が
新
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

明
治
の
新
商
品
「
明
治
北
海
道

十
勝
濃
厚
マ
イ
ル
ド
ヨ
ー
グ
ル

ト
」
は
、
全
国
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
十
勝
の
事
業
者
2
社
の
商

品
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
直
営
店

や
、
首
都
圏
等
で
出
展
さ
れ
る
催

事
で
の
販
売
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

十
勝
生
ま
れ
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
製

品
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

伊豆半島太鼓フェスティバルで
いも団子を販売する

帯広電信通り商店街の皆さん

平成30年11月17日表彰式の様子
※受領者は写真右。帯広市校長会会長（当時）

記者発表会の様子新発売の３商品
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第84号

十勝ファーマーズベーカリー
ムギオト  国立にオープン

満寿屋商店　東京2号店

　桜が満開となった4月1日、満
寿屋パン東京2号店がオープン
しました。場所は中央線国立駅南
口改札口を出てすぐのところ。ド
アを開けると優しいパンの香りに
うっとり。ベビーパン、ネジリドー
ナツ、そして地元国立とコラボし
たパン「くにニャン」、「なつぞら　
モーモーラスク」も十勝を応援し
ている。約100種類の商品が懐か
しいふる里へと思いを運ぶ。十勝
の美味しい農産物でパンをつく
る。それは十勝の魅力をより多く
の方々に知ってもらいたい…そ
んな思いのこもったお店です。

　2月1日〜3日、緑ヶ丘公園で開催された氷まつ
り。会場には氷の彫刻、氷雪像、市民参加の作
品が並び、ライトアップされる夜には澄んだ夜空
に彩る花火とコラボして幻想的なシーンを魅せ
てくれました。巨大滑り台や回転そりを楽しむ
元気な子供たちは、ほっぺを真っ赤にして雪の上
を転げ回り、大人まで笑顔になるが、今年の冷
たい強風にはさすがに負けそうになりました。小
さな頃、吹雪の中を通学したことを思い出してい
ました。十勝産食材が並ぶアイスマルシェで暖か
いグルメをいただき会場を後にしました。

JR中央線　国立駅nonowa国立EAST内
TEL 042-505-4868　営業時間 7：00～ 21：00

1号店　東京本店　目黒区八雲1-12-8
TEL 03-6421-2604　東急東横線 都立大学駅 徒歩5分

第56回
おびひろ氷まつり

北国の冬にぬくもりとよろこびを

文・写真  古谷美津子

窓からの
風景
静岡松崎町　まだ夏の暑さが残る平成30年９月7日、森田会長をはじめ私た

ち理事4人はJR、伊豆急を乗り継ぎ伊豆松崎町を訪れました。下
田から路線バスで松崎町の見どころを親切に教えてくれる運転手
さんに、まるで観光バスのような気分と嬉しくなる。
　さっそく松崎町役場を表敬訪問。お忙しい中お時間をいただい
た長嶋町長にご挨拶。私たちの知らない依田勉三翁の功績を熱
く語られ、ロマン溢れるお話に時間を忘れてしまいました。
　宿泊先「豊崎ホテル」までの途中、お肉屋さんで「勉三コロッケ」を発見。十勝の
ジャガイモで作っているとのこと。その場で揚げてもらい、やっぱり…美味しいと満
足。ここにも日々交流を続けてこられた松崎町と帯広市の関係者の皆さんの努力が、
と嬉しく温かい気持ちになりました。
　翌日、松崎の歴史、文化が紹介されている道の駅「花の三聖苑」を見学し旧依田邸
へ向かう。依田勉三翁の生家は主屋、離れ、米蔵、味噌蔵と廊下から廊下へとあまり
の広さに驚かされる。長八記念館では鏝と漆喰の芸術家入江長八の力作八方睨みの
龍に感嘆。伊豆の長八美術館、明治商家中瀬邸、なまこ壁の建物が並ぶ通りをゆっく
り散策。岩科学校で当時の子供になり入学、展示品で昔の勉学に励み合格点をいた
だき無事卒業。
　夕方からは今回の目的、伊豆半島太鼓フェスティバルへ。姉妹都市締結40周年を
記念し訪問されている帯広の方々も、いも団子、帯広の水などの販売を通して会場を
盛り上げていました。奥深い太鼓の音色が響き渡りたくさんの人が集まり始めたこ
ろ、急な大雨により残念ながら中止となってしまいましたが、水平線を真っ赤に染める
夕陽をバックに打つ太鼓の競演は幻想的でした。そしてなんといっても打ち手のカッ
コ良さ。凛々しくステージに立つ姿にうっとりしました。
　翌朝、昨夜の大雨を忘れるように晴れ渡った海岸線を歩き、路線バスにゆられ、心
温かい美しい町を後にしました。

伊豆松崎町に恋をして 勉三翁の故郷を歩く
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平
成
三
十
一
年
四
月
十
日
現
在

賛
助
会
員
一
覧

帯
広
市
議
会

帯
広
市
議
会
議
長

帯
広
市
議
会
副
議
長

市
政
会
会
長

立
憲
民
主
・
市
民
連
合
会
長

開
政
会
会
長

公
明
党
会
長

日
本
共
産
党
帯
広
市
議
会
議
員
団
団
長

帯
広
商
工
会
議
所
会
頭

社
団
法
人
帯
広
物
産
協
会
会
長

株
式
会
社
い
ち
ま
る

帯
広
市
川
西
農
業
協
同
組
合

帯
広
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社

帯
広
建
設
業
協
会

帯
広
信
用
金
庫

帯
広
大
正
農
業
協
同
組
合

帯
広
畜
産
大
学
関
東
同
窓
会

帯
広
地
方
卸
売
市
場
株
式
会
社

帯
広
プ
ロ
パ
ン
株
式
会
社

帯
広
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

川
田
工
業
株
式
会
社

医
療
法
人
コ
ス
モ
歯
科
高
田

坂
本
ビ
ル
株
式
会
社

三
洋
興
熱
株
式
会
社

株
式
会
社
曽
我

株
式
会
社
ダ
イ
イ
チ

大
同
出
版
紙
業
株
式
会
社

太
平
洋
興
発
株
式
会
社

株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
道
東
工
場

株
式
会
社
デ
ィ
ス
テ
リ
ア
京
屋

東
北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社

十
勝
信
用
組
合

株
式
会
社
十
勝
毎
日
新
聞
社

日
本
通
運
株
式
会
社
帯
広
支
店

株
式
会
社
福
原

株
式
会
社
藤
丸

プ
リ
マ
ハ
ム
株
式
会
社
北
海
道
工
場

株
式
会
社
満
寿
屋
商
店

株
式
会
社
丸
勝

宮
本
商
産
株
式
会
社

株
式
会
社
明
治

雪
印
種
苗
株
式
会
社

よ
つ
葉
乳
業
株
式
会
社

株
式
会
社
柳
月

六
花
亭
製
菓
株
式
会
社

Ｙ
Ｓ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

代
表
理
事
組
合
長

代
表
取
締
役
社
長

会
長

理
事
長

代
表
理
事
組
合
長

会
長

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

代
表
取
締
役
社
長

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

代
表
取
締
役
社
長

支
店
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

工
場
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

取
締
役
常
務
執
行
役
員 

生
産
本
部
長

取
締
役
専
務
執
行
役
員

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

大　

石　

清　

一

佐
々
木　

勇　

一

大　

塚　
　
　

徹

楢　

山　

直　

義

鈴　

木　

正　

孝

大
竹
口　

武　

光

稲　

葉　

典　

昭

髙　

橋　

勝　

坦

有　

塚　

利　

宣

加　

藤　

祐　

功

有　

塚　

利　

宣

米　

沢　

則　

寿

萩　

原　

一　

利

髙　

橋　

常　

夫

吉　

田　

伸　

行

澤　

田　

拓　

士

高　

橋　

正　

行

大　

友　

俊　

一

廣　

島　
　
　

隆

川　

田　

章　

博

高　

田　
　
　

勲

坂　

本　

和　

昭

笹　

井　

祐　

三

曽　

我　

彰　

夫

鈴　

木　

達　

雄

深　

澤　

知　

博

板　

垣　

好　

紀

中　

井　

洋　

二

伊　

藤　

儀　

三

髙　

薄　

宏　

徳

高　

橋　

克　

弘

林　
　
　

浩　

史

大　

類　

道　

雄

福　

原　

郁　

治

藤　

本　

長　

章

林　
　
　

吉　

彦

杉　

山　

雅　

則

梶　

原　

雅　

仁

平　
　
　

征　

浩

安　

部　

俊　

朗

小　

西　

寛　

昭

有　

田　
　
　

真

田　

村　
　
　

昇

佐　

藤　

哲　

也

髙　

橋　

勝　

坦

　◆帯広畜産大学関東同窓会総会および懇親会開催のお知らせ

　◆東京帯広柏葉会「同窓の集い」開催のお知らせ

　本会は、関東在住の帯広畜産大学同窓生が毎年集まる会です。
当日は、帯広から奥田学長と本部同窓会の砂川会長他も出席され
ます。また、特別講演として、NPO 法人カビ相談センターの高鳥
浩介理事長（45V）にカビについてのお話をして頂くことになって
います。お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

日　時　　令和元年６月８日 ( 土 )　17:00 〜 19:30
場　所　　銀座ライオン７丁目店　６階宴会場
　　　　　　　（ライオン銀座クラシックホール）　　
　　　　　　　東京都中央区銀座７－９－２０
会　費　　懇親会費　男性　8,000 円
　　　　　　　　　　女性　6,000 円
　　　　　年 会 費　　　　2,000 円
　　　　　　　連絡先　帯広畜産大学関東同窓会事務局　喜来宛
　　　　　　　　　　　E-mail : kirain@pharm.kitasato-u.ac.jp　

　帯広中学・帯広高校・帯広柏葉高校同窓の皆様、新緑の季節、懐
かしい高校時代の話に花を咲かせながら大いに歓談し、交流を深め
ましょう。昨年好評でした合唱部 OB による素敵な合唱もあります。

日　時　　2019 年５月２６日（日）　14：00 〜 16：00
場　所　　ホテル　グランドヒル市ヶ谷　２階　芙蓉の間
　　　　　　    東京都新宿区市谷本村町４－１　03－3268－0111
会　費　　懇親会費 7,000 円　　年会費 1,000 円
　　　　　　　連絡先　東京帯広柏葉会事務局　西島宛
　　　　　　　　　　　E-mail：t_hakuyo@zaf.att.ne.jp

原作：古典落語より　脚色：わたなべ佳英　演出：抱晴彦
江戸庶民の生活を古典落語の噺を題材に面白おかしく描きます。

●公演日程 2019年5月30日（木）〜6月2日（日）
●チケット プレミアム席 5700円
 一般 4200円
 学生（小中高） 2500円
 U-24（24歳以下） 3500円
●場所　シアターグスタフ　小田急線喜多見駅
●ご予約・お問合せ　03-5497-6996　info@gustaf-art.com

劇団グスタフ
創立25年目。東京都狛江市に稽古場を持ち「演劇は日常に癒し
を与える娯楽、芸術である」を理念に舞台を創作。近年は時代劇
に力を入れ、演劇を通じて日本文化の発展、発信を目指す。
※主な所属俳優　磯村みどり、渡邉宰希、高槻純、南風ゆり他

～劇団グスタフ25周年企画～

「RAKUGO芝居
　　　　  落語は楽娯！」

十勝出身女優
南風ゆり が 出演！
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Q1　2倍
Q2　ソリの後端
Q3　フランス
Q4　帯広　
Q5　15Kg
Q6　新聞紙を丸めてポンと叩く痛さ

クイズラリーの答え
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　3 月10 日（日）東京駅丸の内口、KITTE ビル 1 階アナトリウムで開催さ
れた「ばんえい競馬」FESTIVAL。
北海道開拓の歴史・馬文化から生まれた世界唯一のレース「ばんえい」を、
より多くの方々に紹介し楽しんでもらう。そんな思いで企画、開催されました。
　オープンな会場には、等身大ばん馬バルーン、パネル、馬具、装蹄など
が一面に展示され、ばん馬のルーツが紹介されたビデオも上映。十勝・帯
広の特産品が当たるばんえいクイズラリーでは子供も大人も答えを探して会
場内を歩く。午後からは実際のレースが体験できる抽選会が行われ夕方遅
くまでたくさんの人が正面ステージ前で「ばんえい競馬」を楽しんだ。
　後片付けを始めたころ、フランス人の小さな女の子がばん馬のバルーン
と写真を撮りたいと立ち止まりました。ペルシュロンの想いかなと、この日、
最後の写真撮影となりました。

「ばんえい競馬」
魅 力 体 感  F E S T I V A L

まるごとわかるプレミアムな一日

　「…サークル内に入ってクイズに答
えたり、ぬいぐるみと写真を撮ったり、
係の方の熱心なご説明を聞いたりと、
思いがけず楽しいひと時を、ありがと
うございました。とりわけ、ジョッキー
に扮しての記念写真が、帰宅しての
家族への土産話となりました。北海道
河東郡でペンションを営む70代の友
人にも、この写真を送ってあげます。
きっと喜ばれると思います。」

後日、こんなメールが届きました。

「ものしり ばんえい クイズラリー」
当日、会場内でのクイズです。皆さんも考えてみて下さい。

如何ですか？ 答えは別ページにあります。

Q1・ばん馬は、世界で一番馬体重が重い馬です。
　　サラブレットの何倍の重さですか？
　　□ 1.5 倍　□ 2倍　□ 10倍

Q2・ばんえい競馬の着順は、どこがゴールを
　　通過した順番で決まりますか？
　　□馬の鼻　□そりの後端　□馬のお尻

Q3・ばん馬のご先祖様はどこの国の農耕馬ですか？
　　□中国　□日本（北海道）　□フランス

Q4・�ばんえい競馬は世界で一か所だけでどこで開催
されていますか？

　　□帯広　□東京　□旭川

Q5・�ばん馬の一日に排出する“フン”の量はどれく
らいでしょうか？

　　□ 2Kg　□ 15Kg　□ 50Kg

Q6・�ばん馬がお尻を手綱で叩かれたときの痛さはど
んな痛さ？

　　□思い切り平手打ち（びんた）された痛さ
　　□新聞紙を丸めてポンと叩く痛さ
　　□注射を刺される痛さ
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